
施設名（赤崎青い実幼児園） 

保育安全計画 

◎安全点検 

（１）施設・設備・園外環境（散歩コースや緊急避難先等）の安全点検 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

重点点検箇所 

・ブロック塀の安全確認 

・散歩コースの見直し確認 

・緊急連絡先の確認 

・遊具・用具の安全点検 

・午睡安全点検の見直し 

 

 

 

・排水溝・溝の保守管理点検 

・遊具の安全点検 

 

 

・園内プールの保守管理 

 

 

 

・遊具の安全点検 

 

 

 

・遊具・運動用具の安全点検 

・散歩コース見直し 

 

 

月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

重点点検箇所 

・遊具の安全点検 

 

 

・午睡時安全点検の見直し 

 

 

・遊具の安全点検 

 

 

・遊具の安全点検 

 

 

・散歩コースの危険個所確認 

 

 

・遊具の安全点検 

 

 

 

（２）マニュアルの策定・共有 

分野 策定時期 見直し（再点検）予定時期 掲示・管理場所 

重大事故防止マニュアル 年  月  日 毎年度初め 保育室内 

 午睡 年  月  日 毎年度初め 保育室内 

 食事 年  月  日 毎年度初め 保育室内 

 プール・水遊び 年  月  日 毎年度初め 事務所 

 園外活動 年  月  日 毎年度初め 怪我発生時対応・行方不明児対応に準じる 

 バス送迎（※実施している場合のみ） 令和３年 ９月 １日 毎年度初め 事務所 

 降雪（※必要に応じ策定） 年  月  日 毎年度初め 風水害・非常時給食対応に準じる 

災害時マニュアル 年  月  日 毎年度初め 保育室内 

119 番対応時マニュアル 年  月  日 毎年度初め 保育室内 

救急対応時マニュアル 年  月  日 毎年度初め 保育室内 

不審者対応時マニュアル 年  月  日 毎年度初め 保育室内 

  



◎児童・保護者に対する安全指導等 

（１）児童への安全指導（保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等） 
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４月
・新しい保育室に慣れ、過ごし方の決まり

を守り安全に過ごす。

・遊具や用具の正しい使い方を知る。

・安全な登降園の仕方（親子で手をつなぐ等）

・並ぶ、間隔をあけない等、園外保育での安全な歩き方

・自転車に乗る時の約束

＜火災・消火＞

・視覚的教材により具体的な例を通して避難訓練の意味

を知らせる。

・避難の合図を覚えさせる。

・安全点検表の作成

・園内外の環境の点検、整備、清掃

・保育室の遊具、用具の点検、整備、清掃

・入園進級おめでとう会

５月

・園生活に必要な遊具や用具の使い方を身に付ける。

・遠足での約束を知る。

・通園バスの乗り降りの仕方や待ち方の約束を知る。

・道路の安全な歩き方（白線の内側を歩く

等）

・横断歩道を渡る際の安全確認の仕方

＜火災・消火＞・避難方法及び避難場所を覚える。

＜不審者対応＞

・状況に応じた安全確保の場所を適切に支持し、敏速に従わせ、

行動させる。・むやみに相手を刺激しないよう、落ち着いて行動で

きるようにする。

・園外保育・遠足などの目的地の実地踏

査

・交通安全教室(市指導員による）

・春の交通安全運動

・春の遠足（路線バス利用）

６月
・雨の日の安全な生活の仕方や遊び方を知る。

・雨具の正しい扱い方を知り自分でしようとする。

・雨天時の正しい傘の持ち方

・信号機や標識の意味を知る

＜地震・火災・消火・通報＞

・地震の時の避難の仕方を覚える。

(頭を守る、指示があるまで動かない）

・地震（余震）と火災の倍の違いを教える。

・園児の動線を考え、室内での安全な遊

びの場作りの工夫

・プールの清掃、水遊びの遊具、用具の

安全点検

・梅雨入り

・保育参観日

・園外保育

７月
・水遊びの決まりを知り、安全に遊ぶ。

・暑い日の過ごし方を知り、快適に過ご

す。

・交通安全に関する約束の再確認

（道路で遊ばない、飛び出さない等）

＜台風・火災・津法＞

・災害の種類によって異なる合図の指示を理解させる。

・視聴覚教材を使用し避難の仕方を知る。

・熱中症予防の為の冷房や換気の活用

・プールの水質、温度の管理

・全国安全週間

・長崎大水害の日

・プール開き　・プール遠足

・夏祭りごっこ　　・夏休み（幼）

８月
・水遊びの決まりや約束を守って遊ぶ。

・適度な水分補給や休息をとりながら過ご

す。

・駐車場や自動車の周りで遊ぶ危険性

・自転車に乗る時の約束

＜台風・火災・消火・通報＞

・災害の種類によって異なる合図の指示を理解させる。

・雨、風を想定しながらの避難の仕方を知る。

・プールへの園外保育に関しての安全指

導の徹底

・プールの水質、温度の管理

・お盆　　　・夏休み（幼）

・広島平和記念

・長崎原爆の日

・プール遠足

９月
・再度、登降園時の約束や、遊具、用具の

使い方を確認し、安全な生活を心がける。

・戸外で安全に遊ぶ。

・白線、ガードレールの内側、歩道を歩く

・横断歩道の歩き方

＜地震・火災・消火＞

・おちついた態度で機敏に行動させる。

・頭を守る、机の下に隠れる等指示を聞き行動する。

・使い慣れた遊具や場所の安全指導の徹

底

・戸外遊びにおける安全指導の徹底

・防災の日

・救急の日

・秋の全国交通安全運動

・消防署見学

１０月
・集団で行動するときの約束を守る。

・様々な遊具（ボール、縄跳び等）を安全

に使う。

・信号の正しい見方（点滅している時の判

断等）

・バスの中の安全な過ごし方

＜火災・消火・通報＞

・出火想定場所によっては避難経路が異なったり、虹避難

があることを知らせ、機敏に行動させる。

・戸外での遊び、遊びの場、遊びの動線

への配慮

・危険な行動に対する職員の共通理解

・運動会

・交通安全教室（市指導員による）

１１月
・様々な遊具や用具を片付け安全な環境

を整える。

・友達の動きに気を付けて遊ぶ。

・交通ルールを自分から意識して、守る

・安全確認の際、自分の目と耳で確かめ

る習慣をつける

＜原子力防災訓練(地域合同）・火災・消火＞

・屋内避難訓練に地域合同で参加

・危険な行動に対する職員の共通理解及

び徹底した指導対策

・全国火災予防運動

・芋ほり遠足

・防災訓練

１２月

・暖房器具の危険性、安全に関する約束

を守る。

・手洗いうがい、の必要性を知り、感染症

予防・拡大防止に努める。

・シートベルト、チャイルドシートの安全性

・駐車中の車の前後の横断の危険性

＜火災・消火・通報＞

・消防署の協力の下、想定訓練を行い、消火器を用いた

初期消火訓練をする。

・暖房施設の点検、使用のための準備

・風邪、インフルエンザなどの情報及び、手洗いう

がい、感染症流行時のマスク着用の指導

・お遊戯会

・もちつき大会

１月
・手洗いうがい消毒の習慣を身に付ける。

・室内にこもらず、寒さに負けず戸外での

遊びを楽しむ。

・寒い日の安全な身支度

・信号が点滅している時の行動の仕方

＜火災(予告なし）・消火・通報＞

・周囲の状況、そばにいる職員の指示

・火災の怖さ、火事発見時の適切な鼓動、避難経路確保

及び人数確認

・玩具の破損確認や消毒の徹底

・積雪時の園庭やバス運行における安全

確保、点検

・凧揚げ、独楽回し大会

・交通安全教室（市指導員による）

・阪神淡路大震災

２月

・雪の日の安全な遊び方、身支度の仕方

を知る。

・手洗いうがいを徹底し、感染症予防に努

める。

・寒い日の安全な歩き方（雪や凍結してい

る道）

・自動車の動きにも注意を向ける

＜不審者対応（予告なし）・火災・消火・通報＞

・不審者が近づいた時の対応の仕方

・安全を確保しながら身を守る

・暖房の温度、室内の換気に留意

・戸外遊びの奨励

・節分、豆まき

・お店屋さんごっこ

３月

・園生活に必要な約束や決まりに自分で

気付き、行動する。

・異年齢児との交流場面で、安全に配慮し

ながら遊ぶ。

・交通ルールの再確認、振り返り

・就学児に対する交通ルールの再確認

（登下校の注意点）

＜火災・消火＞

・避難方法の徹底、災害に対する自覚を持たせる

・年間を通しての注意点のまとめ

・年度内の安全点検の評価、反省

・次年度の組織防災の再構成

・東日本大震災　　　・お別れ遠足

・ひな祭り会食

・お別れ会食

・卒園式

・安全点検表の作成

・フローチャートの再確認（園内研修含

む）

・園内外の環境の点検、整備、清掃

・室内外の遊具用具の整備、点検、清

掃

・バス添乗する上での流れ、決まり事の

周知（園内研修・点呼）

・バス置き去り防止（園内研修・園児指

導）

・通園状況の把握

・緊急連絡先の確認

・インスリン・りブレ等使用について（園

内研修）

・定期健診（尿、内科、歯科）の結果の

連絡、受診、治療の奨励

・心肺蘇生法・AED実技研修（消防署立

ち合い）

・水遊びのための健康管理、安全点検

・梅雨期、及び夏の生活に必要な安全

指導

・食中毒への配慮

・熱中症、日射病への配慮

・生活リズムの調整、体調への十分な

配慮を依頼

・戸外での活動、徒歩、正しく所持品を

持つ等の協力依頼

・登降園時の安全指導、道路飛び出し

や車からの飛び出し回避のための園児

への指導及び協力依頼

・冬の健康で安全な生活について

・エピペン等アレルギーについて（園内

研修）

・手洗い、うがいの励行と習慣

・就学に向けての心構え

（安全な登降園、危険な箇所について）

・園便りでの安全、衛生、保健について

の情報提供

・ヒヤリハット、リスクマネジメント会議の

開催、及び職員全員での情報共有

避難訓練
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令和 8 年４月 1 日 



（２）保護者への説明・共有 

4～6 月 7～9 月 10～12 月 1～３月 

・新年度開始時のおたよりにて周知 

・登降園口掲示 

・園だよりにて周知 

・メール配信 

・保育参観にて説明・周知 

・園だよりにて周知 

・メール配信 

・園だよりにて周知 

・メール配信 

・園だよりにて周知 

・メール配信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎訓練・研修 

（１）訓練のテーマ・取組 

 

◎訓練・研
修                         

（１）訓練のテーマ・取組                       

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
避難 

訓練等 
※１ 

消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 

その他 
※２ 

バス安全装置 
医療的ケア児について 

応急処置 
不審者対応訓練 

心肺蘇生 
（ＡＥＤ使用） 

台風・大雨・風水害 
ＤＶＤ鑑賞 

台風・大雨・ 
風水害対応訓練 

熱中症対応 
地震対応訓練 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
避難 

訓練等 
※１ 

消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 消火・通報・避難訓練 

その他 
※２ 

  原子力防災訓練    不審者対応訓練   

※１ 「避難訓練等」・・・設備運営基準第６条第２項の規定に基づき毎月１回以上実施する避難及び消火に対する訓練        

※２ 「その他」・・・「避難訓練等」以外の 119 番通報、救急対応（心肺蘇生法、気道内異物除去、AED・エピペン®の使用等）、不審者対
応、     
 送迎バスにおける見落とし防止等                    

  



（２）訓練の参加予定者（全員参加を除く。） 

訓練内容 参加予定者 

  

  

  

 

（３）職員への研修・講習（園内実施・外部実施を明記） 

4～6 月 7～9 月 10～12 月 1～３月 

・各種マニュアルの確認・回覧(園内研修) 

 

 

・各種係活動に基づく内容の園内研修 ・各種係活動に基づく内容の園内研修 ・各種係活動に基づく内容の園内研修 

 

（４）行政等が実施する訓練・講習スケジュール  ※所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加目途にかかわらずメモする 

・長崎県公園緑地協会主催の遊具研修において安全点検等について受講 

・保育の安全研究・教育センター主催の動画研修を受講 

・その他、安全に関する研修が開催されれば随時参加 

 

◎再発防止策の徹底（ヒヤリ・ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等） 

・毎月の職員会議においてヒヤリ・ハット事例の収集、分析 

・保護者アンケートの実施と、内容の見直し 

 

 

◎その他の安全確保に向けた取組（地域住民や地域の関係者と連携した取組、登降園管理システムを活用した安全管理等） 

・行事や散歩などを通して地域の方との交流を図り、災害時用支援施設として地域と連携する 

・清掃は安全管理業務の一環とし、異常があれば職員間で情報共有する。 

 

 


